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1 ドライブの取り扱い 


ドライブは壊れやすいコンピュータ部品ですので、取り扱いにはミ主意が必要です。ドライブの取り扱 
いについては、な下のま意事項を参照してください。必要に応じて、追加のを意事項および関連手順 
を示します。 


A を意： コンピュータやドライブの損傷、またはデータの損失を防ぐため、な下の点に;ま意してくだ 
さし、。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピュータのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱い、絶巧に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、 コン ピュータの電源を切ります。 コン ピュータの電源が切れているの 
力、、スリープ状態なのか、ハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず コン ピュータの電源 
を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャツトダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピュータを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使巧している場合は、メディアに書き込む前に、バッテリが十分に充電さ 
れていることを確認してください。 

高温またはを湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないで〈ださい。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドライ 
ブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、捆包箱の表面に「コ 
ワレモノ ー 取り巧い;'主意 J と明記してくださし、。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探な器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなどの 
セキュリティ装置は、磁気ではな〈 X 線を使ってチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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2 オプティカルドライブの使用 


おほいのコンピュータには、コンピュータの機能を化張するオプティカルドライブが搭載されていま 
す。コンピュータに取り付けられているドライブの種類およびその機能を確認してください。ナプ 
ティカルドライブを使巧すると、データディスクを読み取ったり、音楽や動画を再生したりできま 
す。お使いのコンピュータにブルーレイディスク ROM ドライブが内蔵されている場合は、ディスク 
から HD 対応動画を再生することもできます。 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

▲ [スタート]一[コンピュータ]の順に選択します。 

オプティカルドライブなどの、お使いのコンピュータに搭載されているデバイスの一覧が表示されま 
す。レ^下のどれかのドライブが搭載されている場合があります。 


• DVD-ROM ドライブ 

• DVD ± RW/R および CD-RW コンボドライブ 

• DVD±RW/R および CD-RW コンボドライブ （2 層記録 （DL ) 対応） 

• Ugh に cribe DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

• スーパーマルチ DVD±R/RW 対応ブルーレイディスク ROM ドライブロ層記録 ( DL ) 対応） 

鞍 を記: 一覧には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 
ります。 
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オプティカルディスクの使用 

DVD-ROM ドライブなどのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD) に 
対応しています。これらのディスクは、音楽、写真、動画などの情報を保をします。 DVD の方が、 
CD より大きい容量を扱うことができます。 

オプティカルドライブでは、標準的な CD や DVD のディスクの読み取りができます。オプティカル 
ドライブがブルーレイディスク ROM ドライブである場合、ブルーレイのディスクを読み取ることも 
できます。 


寶 を記： 一覧には、お使いのコンピュータでサポートされていないドライブが含まれている場合もあ 
ります。また、サポートされているオプティカルドライブすべてが一覧に記載されているわけではあ 
りません。 


な下の表に示すように、一部のオプティカルドライブでは、オプティカルディスクへの書き込みも 
できます。 


オプティカルドライブ CD-RW へのまき込み DVD±RW/R へのまき DVD+RDL へのまき込 LightScribe CD また 
の種類 込み み は DVD±RW/R へのラ 

ベルの害き込み 


DVD ± RW / R および 可 巧 不可 不可 

CD - RW コンボドライ 
ブ 


DVD ± RW / R および 可 可 可 不可 

CD - RW コンボドライ 
ブ （2 層記録 （ DL ) 対 
応） 


Ugh に cribeDVD ± RW / 可 可 可 可 

R および CD-RW コン 
ボドライブ （2 層記録 
( DL ) 対応） 


スーパーマルチ DVD 可 可 可 不可 

± R / RW 対応ブルーレ 
イディスク ROM ドラ 
イブロ層記録 CDL ) 

対応） 


A を意： 才ーディナやビデオの劣化、データの損失、再生機能の損失を防ぐため、 CD や DVD の読み 
取りまたは書き込みをしているときにスリープまたはハイバネーシヨンを開始しないで〈ださい。 

また、データの損失を防ぐため、 CD や DVD への書き込み時にスリープまたはハイバネーシヨンを開 
始しないでください。 
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正しいディスクの選択 

オプティカルドライブは、オプティカルディスク （CD および DVD) に対応しています。デジタル 
データの保巧に使用される CD は商巧の録音にも使用されますが、個人的に保をする必要がある場合 
にも便利です。 DVD は主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップ用に使用されます。 
DVD は CD と同じ形態ですが、容量は8倍な上になります。 


鞍を 記： お使いのコンピュータのオプティカルドライブによっては、この項目で説明されている一部 
のオプティカルディスクに対応していない場合もあります。 


CD-R ディスク 

CD-R (-度だけ書き込み可能）ディスクは、永続的なアーカイブを作成したり、仮想的にあらゆる 
ューザとファイルを共有したりするときに使用します。通常は、な下の用途で使巧します。 

• サイズの大きいプレゼン テーシヨ ンの配布 

• スキャンしたデジタル写真、ビデオクリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピュータのファイルやスキャンした記録資料などの永続的なアーカイブの保巧 

• ファイルを移動してハードドライブを解放することによる、ディスクの空き領域の確保 
データを記録した後は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

CD-RW ディスク 

CD-RW ディスク（再書き込みの可能な CD) は、頻繁にアップデートする必要のあるサイズの大きい 
プロジIクトを保存するときに使巧します。通常は、な下の巧途で使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 

• 作業ファイルの持ち運び 

• ハードドライブファイルの週次バックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継続的な更新 

DVD±R ディスク 

空の DVD±R ディスクは、大量の情報を永続的に保をするときに使巧します。データを記録した後 
は、データを削除したり書き込んだりすることはできません。 

DVD±RW ディスク 

な前に保存したデータの削除や上書きをする必要がある場合は、 DVD+RW ディスクを使用します。 
このディスクは、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD に書き込む前の才一 
ディ オまたは ビデオ録画のテス 卜に最適です。 

LightScribe DVD+R ディスク 

Ugh に cribeDVD+R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに使 
巧します。これらのディスクは、ほとんどの DVD-ROM ドライブやセットトップ DVD ビデオプレー 
ヤで読み取ることができます。 Ugh に cribe が有効なドライブと1_邮に cribe ソフトウエアを使巧する 
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と、ディスクにデータを書き込むだけでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加すること 
もできます。 

ブルー レイディスク 

BD とも呼ばれるブルーレイディスクは、 HD 対応動画などのデジタル情報を保巧するための HD 巧 
応オプティカルディスクフォーマットです。1枚の1雇式ブルーレイディスクで 25GB まで保巧で 
き、これは 4.7 GB の1層式 DVD の5倍な上です。2層式のブルーレイディスクでは1枚で50 GB 
まで保存でき、これは 8.5 GB の2層式 DVD の6倍近くになります。 

通常は、な下の巧途で使巧します。 

• 大量データの保存 

• HD 対応動画 

• ビデオ ゲーム 

CD または DVD の再生 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 

m を晶^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回転軸の上に置いてくださ 

_ 

5. 確実に収まるまで、ディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



み 


6. ディスクトレイを閉じます。 

自動再生の動作を設定していない場合は、「自動再生の巧用」で説明しているように、[自動ち生]ダイ 
アログボックスが開きます。メディアコンテンツの使用方まを選択するように要求されます。 
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自動再生の使用 

自動再生を設定するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コントロールパネル]一[ハードウ王アとサウンド] 一 [CD または他のメディアの自 
動再生]の順に選択します。 

2. コンピュータ画面の左上にある[すべてのメディアとデバイスで自動ち生を使う]チェックボック 
スじチェックが入っていることを確認します。 

3. -覧にあるメディアの種類ごとに[規定を選択する]をクリックします。 

4. CD または DVD が自動再生されないようにするには、附もしなし、]または[毎回確認する]のどち 
らかをクリックします。 

5. [保巧]をクリックして選巧を確定します。 

DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を巧生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:一 DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選巧した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティング システムで 設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムのプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

野 を記： コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows® には、ユーザアカウントの制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合がありま 
す。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横のプラス記号 （+ ) をクリックします。 

4. [DVD/CD-ROM ドライブ]を右クリックし、地域の設をを変更する DVD ドライブをちクリックし 
て、[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックし、設定を変更します。 

6. [〇のをクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権によって保護されたもの許 
巧なしにコピーすることは、著作権まに違反する行為です。コンピュータをそのような目的に使用し 
ないでください。 
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A ; ま意： データの損失やディスクの破損を防ぐため、な下の指示に従って〈ださい。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータをま定した外部電源に接続してください。バッテリ電源で動 
作しているコンピュータでディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外で開いているすべてのプログラム 
を閉じてください。 

コピー元のディスクからコピーホのディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディス 
クへ直接コピーしないでくださし、。その情報をハードドライブに保巧し、次にハードドライブからコ 
ピー先のディスクに書き込みます。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないで〈ださい。書 
き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 

野を 記： コンピュータの付属ソフトウェアの巧巧について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明書 
を参照してください。これらの説明書はディスクに収録されていたり、ソフトウェアのヘルプに含ま 
れていたり、製造元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 


CD または DVD のコピー 

1. [スタート]一[すべてのプ□グラム]一 [CyberLink DVD S 山 tes ] (CyberLink DVD スイート） 一 
[ Power 2 Go ] の順に選択します。 

2. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面右下の [ Copy ] (コピー）をクリックします。 

4. 指示が表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出して、空のディ 
スクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 


CD または DVD の作成または「書き込み J 

お使いのコンピュータに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD ± RW のオプティカルドライブが搭載され 
ている場合は 、 [Windows Media Player ] または [CyberLink Power 2 Go ] などのソフトウエアを使巧し 
て、 MP 3 や WAV 音楽ファイルなどのデータやナーディオファイルを書き込むことができます。動画 
ファイルを CD または DVD に書き込むには、 [ MyDVD ] を使巧します。 

CD または DVD を書き込むときには、な下のガイドラインを参ちにしてください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、すべてのプログラムを閉 
じてください。 

• 通常、才ーディナファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコ 
ピーされた後、変更ができないためです。 


歐を 記； に yberUnkPower 2 Go ] では、才ーデイオ DVD を作成することはできません。 


• 家庭のステレオや力ーステレオの一部には CD - RW を再生しないものもあるため、音楽 CD の書 
き込みには CD - R を使巧します。 

• 通常、 CD - RW または DVD - RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または DVD 
に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 
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• ホームシ ス テムで使用される DVD プ レー ヤは、通常、すべての DVD フォー マットに対応して 
いるわけではありません。対応している フォー マットの一覧については、お使いの DVD プ レー 
ヤに付属の製造元の説明書を参照してください。 

• MP 3 ファイルは他の音楽ファイルの化式よりファイルのサイズがルさく、また、 MP 3 ディスク 
の作成プロセスは、データファイルの作成プロセスと同じです。 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレー 
ヤまたは MP 3 ソフトウエアがインストールされているコンピュータでのみ再生できます。 

CD または DVD を書き込むには、レ: i 下の手順で操作します。 

1. 元のファイルをハードドライブ上のフナルダにダウンロードまたはコピーします。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選巧し、使巧するソフトウェアの名前を選巧します。 


野を 記： サブフォルダに含まれているプログラムもあります。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]を右クリックしてから[エクスプローラ]をクリックし、書き込み元のファイルが保巧 
されているフォルダに移動します。 

6. フォルダを開き、空のナプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグします。 

7. 選択したプログラムで指示されているとおりに書き込みプロセスを開始します。 

手順について詳しくは、それぞれのソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説 
明書はソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、または製造元の Web サイト 
で提供されていたりする場合があります。 


A 注意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、 
録音内容などの著作権によって保護されたもの許可なしにコピーすることは、著作権まに違反する行 
為です。コンピュータをそのような目的に使巧しないでください。 


オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくり完全に引き出します（2)。 
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2. 回転軸をそっと巧しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

教 を記: トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



〇 


3. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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3 ハードドライブパフオーマンスの向上 


ディスクデフラグの使用 

コンピュータを使巧しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。ディス 
クデフラグを行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダを集めてより劾率よく作業 
を実行できるようになります。 

ディスクデフラグの使い方は簡単です。ディスクデフラグをいったん開始すると、動作中に操作す 
る必要はありません。ハードドライブのサイズと断片化したファイルの数によっては、完了まで1時 
間な上かかることがあります。そのため、夜間やコンピュータにアクセスする必要のない時間帯に実 
行することをおすすめします。 

少なくとも1かちに1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。ディスクデフラ 
グは1か月に1度実行されるように設ますることもできますが、手動でいつでもコンピュータのデフ 
ラグを実行できます。 

ディスクデフラグを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスクデフラグ]の順 

に選巧します。 

2. [今すぐ最適化]をクリックします。 


鞍 を記： コンピュータのセキュリティを強化するため、 Windows には、ユーザアカウントの制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインス!ル、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、ューザのアクセス権やパスワードの入力をホめられる場合がありま 
す。詳しくは、[ヘルプとサポート]を参照してください。 


ディスククリーンアップの使用 

ディスククリーンアップを行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファイ 
ルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになります。 

ディスククリーンアップを実行するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアッ 

プ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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4 


ハードドライブの交換 


A ミ主意： データの損失やシステムの応答停止を防ぐために、な下の;'主意を守ってください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピュータをシャットダウンしてくださ 
し、。コンピュータの電源が入っているときや、スリープまたはハイバネーシヨンのときには、ハード 
ドライブを取り外さないでください。 

コンピュータの電源が切れているかハイバネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタン 
を押してコンピュータの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダ 
ウンします。 

ハードドライブを取り外すには、な下の手順で操作します。 

1. 必要なデータを保巧します。 

2. コン ピュータをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピュータにち続されている外付けデバイスをすべて取り外します。 

4. 電源コンセントおよびコンピュータから電源コードを巧きます。 

5. コンピュータを裏返してまました平らな場所に置きます。 

6. コンピュータからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブベイを手前に向けた状態で、ハードドライブカバーの2つのネジ （1) を緩めま 
す。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて、 コン ピュータから取り外します（2)。 

感 






9. ハードドライブをコンピュータに固定している 3 つのネジを取り外します（1)。 

10. ハードドライブの上部にある黒いプラスチック製のタブを引いて（2)、ハードドライブをシステ 
ムボードのコネクタから取り外します。 

11. ハードドライブを持ち上げて（3)、コンピュータから取り外します。 



ハードドライブを取り付けるには、な下の手順で操作します。 

1. ハードドライブをコンパートメントにそっと入れます（1)。 

2. 確実に収まるまでハードドライブを左側にスライドさせます口）。 

3. ハードドライブをコンピュータじ固定するための3つのネジを元の場所に取り付けます（3)。 



4. ハードドライブカバーのタブを、 コン ピュータのくぼみに合わせますり）。 

5. ハードドライブカバーを閉じます（2)。 
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ハードドライブカバーの 2 つのネジ （3) を締めます。 




5 トラブルシューテイング 


ここでは、一般的な問題と解みちまについて説明します。 


オプティカルディスクトレイが開かず、 CD または DVD を取 
り出せない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し巧の巧にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの縁を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


を を記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してくださし、。 



4. ディスクトレイを閉じて、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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コンピュータがオプティカルドライブを検出しない場合 

コンピュータが取り付けられているデバイスをお出しない場合、そのデバイスのドライバソフトウェ 
アがないか、壊れている可能性があります。 DVD / CD-ROM ドライブのホ検出が疑われる場合は、才 
プティカルドライブが[デバイスマネージャ]ユーティリティの一覧に表示されていることを確認しま 
す。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

3. 結まの枠内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。ユーザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]ウィンドウで、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、 
[ DVD / CD - ROM ドライブ]の隣のプラス記号 （+ ) をクリックします。ナプティカルドライブの 
一覧を確認します。 

ドライブが表示されていない場合は、このセクションの「デバイスドライバを再インストール 
する必要がある場合」の説明に沿って、デバイスドライバをインストール（または再インストー 
ル） してください。 
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ディスクが再生できない場合 

• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じてくださ 
い。 

• CD または DVD を再生する前にインターネットからログオフします。 

• ディスクを正し〈挿入していることを確認します。 

• ディスクが巧れていないことを確認します。必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃します。ディスクは中央から端の方に向かってがいてください。 

• ディスクに傷がないことを確認します。傷がある場合は、一般の電器店や CD ショップなどで入 
手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを巧生する前にスリープモードを無効にします。 

ディスクの再生中にハイバネーションまたはスリープ状態にしないでください。ハイバネーショ 
ンまたはスリープ状態にしようとすると、続行するかどうかを確認する警告メッセージが表示さ 
れることがあります。このメッセージが表示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をク 
リックすると、な下のようになります。 

。 巧生が巧開します。 

または 

。 マルチメディアプログラムの巧生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再起動します。場合に 
よっては、プログラムを終了してから再起動しなければならない場合があります。 

• な下の操作を行って、システムリソースを増やします。 

。 プリンタとスキャナの電源を切り、カメラと携帯電話デバイスの電源ケーブルを抜きます。 
プラグアンドプレイデバイスを取り外すと、貴重なシステムリソースが開がされ、再生 
のパフォーマンスが向上します。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。16ビットを超える色の違いは人間の目では 

簡単に見分けられないため、な下のちまでシステムの色のプロパティを16ビットの色に下 
げても、動画の再生時の色の違いは気にならないでしよう。 

1. コンピュータデスクトップの空いている場所をちクリックし、[個人設定]一[画面の設定] 
の順に選択します。 

2. [画面の色]を[中 （16 ビット） ] に設定します（設定されていない場合）。 
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ディスクが自動再生されない場合 

1. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「自動ち生」と入力します。 

入力すると、検索結まがボックスの上の枠内に一覧表示されます。 

2. 結まの巧内で、[自動再生]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが表示された 
ら、[続行]をクリックします。 

3. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックを入れ、[保巧を 
クリックします。 

これで、 CD または DVD をオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 

ディスクへの書き込み処理が巧われない、または完了する前に 
終了してしまう場合 

• その他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリープモードおよびハイバネーシヨンを無効Iこします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を参照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• よリイ氏速の書き込み速度を選択して、再試行します。 

• ディスクをコピーしている場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込 
む前に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイスマネージャ]の [ DVD/CD-ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイスのド 
ライバを再インストールします。 
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デバイスドライバを再インストールする必要がある場合 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート]をクリックし、[検索の開始]ボックスに「デバイスマネージャ」と入力します。 
入力すると、検索結まがボックスの上の巧内に一覧表示されます。 

3. 結まの巧内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。ューザアカウント制御のウィンドウが 
表示されたら、[続行]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャ]で、マイナス記号 （一) がすでに表示されている場合を除き、アンインス 
卜ールおよび再インストールするドライバの種類 （ DVD / CD - ROM やモデムなど）の横のプラス 
記号 （+ ) をクリックします。 

5. -覧に表示されたドライバをクリックし、 delete キーを巧します。確認のメッセージが表示され 
たら、ドライバは削除するが、コンピュータは再起動しないことを確をします。 

削除するその化のドライバについて手順を繰り返します。 

6. [デバイスマネージヤ]ウィンドウのツールバーで[ハードウエア変更のスキヤン]アイコンをクリツ 
クします。 Windows は、お使いのシステムから取り付けられているハードウエアをスキャン 
し、ドライバを必要とするすべてのハードウエアに巧して初期設定のドライバをインストールし 
ます。 


腎を 記： コンピユータの再起動をボめるメッセージが表示されたら、開いているすべてのフアイ 
ルを保存し、再起動して続行します。 


7. 必要に応じて[デバイスマネージャ]を再度開き、ドライバが一覧に表示されていることを確認し 
ます。 

8. プログラムを再度試行します。 

初期設をのデバイスドライバをアンインストールまたは再インストールしても問題が解みされない場 
合は、「最新の HP デバイスドライバの入手」の手順に沿ってドライバを更新する必要があります。 

最新の HP デバイスドライバの入手 

最新の HP デバイスドライバを入手するには、な下のどちらかの手順で操作します。 

[HP Update ] ( HP アップデート）を巧巧するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]一 [ HP ] 一 [HP Update ] の順に選択します。 

2. [HP Welcome ] ( HP へようこそ）画面で、 [Se 扣 ngs ] (設定）をクリックし、ユーティリティが 
Web 上でソフトウェアの更新を確認する頻度を選択します。 

3. [0 のをクリックします。 

4. [ Next ] (次へ）をクリックして、 HP ソフトウェアの更新を確認します。 
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HP の Web サイトを使用するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開き、 httD://WWW. hD.com/SUDDO け/ に アクセスして、国または地域を 
選択します。 

2. [ドライバ色ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、お使いのコンピュータ 
の製品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フイールドに入力して、 enter キーを押します。 


駿ま 記. お使いのコンピュータの製品名または製品番号は、ディスプレイのち下およびコンピユー 
夕裏面のサー ビス タグに記載されています。 


または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、[製品名-番号で検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し、 
enter キーを巧して直接検索することもできます。手順6に進みます。 

3. -覧に表示されているモデルから特定の製品をクリックします。 

4. Windows Vista ® オペレーティングシステムをクリックします。 

5. ドライバの一覧が表示されたら、更新されたドライバをクリックして追加の情報を含むウィンド 
ウを開きます。 

6. ファイルをダウンロードしないで更新されたドライバをインストールするには、 [ Ins ね II now ] 
(今すぐインストール）をクリックします。 

または 

コンピュータにファイルを保巧するには 、 [Download only ] (ダウンロードのみ）をクリックし 
ます。確認のメッセージが表示されたら、 [ Save ] (保存）をクリックしてお使いのハードドライ 
ブ上の保巧場所を選択します。 

ファイルがダウンロードされたら、ファイルが保巧されたフォルダに移動し、インストールする 
ファイルをダブルクリックします。 

7. 画面に指示がま示されたら、インストールが終了した後でコンピュータを再起動し、デバイスの 
動作を確認します。 

最新の Windows デバイスドライバの入手 

お使いのコンピュータは、新しいデバイスが接続されたときに Microsoft ®^'/ くイスドライバを自動的 
にチェックしてインストールするよう設定されています。 

[Microsoft Update ] を使巧するには、な下の手順で操作します。 

1. インターネットブラウザを開いて、 http :// www . microsoft . com / ia / ip / default.aspx に移動します。 

2. [セキュリティ&アップデート]をクリックします。 

3. [Microsoft Update ] をクリックしてコンピュータのオペレーティングシステム、プログラム、お 
よびハードウ；!:アの最新の更新情報を入手します。 

4. 画面の説明に沿って操作し、 [Microsoft Update ] をインストールします。ューザアカウント制御 
のウィンドウが表示されたら、[続行]をクリックします。 
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5. [変更する]をクリックし 、 [Microsoft Update ] が Windows オペレーティングシステ厶とその他の 
Microsoft 製品へのアップデートを確認する時間を選択します。 

6. コン ピュータの再起動を求める メツセー ジが表示されたら、お使いの コン ピュータを再起動しま 
す。 
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